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代って現れたところの、『民衆（マイナス）ブルジュアジー』である。『民衆（マ
イナス）ブルジュアジー』とは一体何であるのか？まづ最初に農民階級を挙げな
ければならぬ。次に一部分は都市民衆の一団である。それから労働者である。」
　しかし1927年以前、以後を問わず、魯迅は「平民」を一般の庶民の意味で使用
している例も少なくない。その場合、多くは特権者、皇帝、貴族、士君子、官僚
に対して、被支配階層としての庶民（小市民階級〈小資産階級〉、労働者、農民
を中心として、ときには資本家階級を含めた）を指していると思われる。
　また、五四時期において周作人によって提唱された「平民文学」（1918・12・
20、『毎週評論』第53号、1919・1・19）における平民文学は、人類の普遍的精
神を尊重し、真摯な思想と事実を語るものとされている。これは旧文学・旧派文
学に対して新文学の理想を述べる性質のものであると思われ、性格の異なる「平
民」であると思われる。
*20：「革命時代的文学」（1927・4・8講演、『而已集』）の当時、魯迅は基本的に
有島武郎の「宣言一つ」（『壁下訳叢』〈上海北新書局、1929・4〉所収）と同じ考
え方をとっていたと思われる。すなわち、自分は労働者階級に属するものではな
く、また労働者階級になることもできない。ゆえに現在自分の行う役割は、矛を
翻して自らの属する階級を批判・攻撃することである。私はこれを、労働者階級
との自己限定的連帯と言った。この点について、「魯迅と『壁下訳叢』の一側面」
（『大分大学経済論集』第33巻第4号、1981・12・21、のち『魯迅探索』〈汲古書
院、2006・1・10〉の第10章として所収）で論じたことがある。
　また、魯迅は「中山先生逝世后一周年」（1926・3・10、『集外集拾遺』）で次の
ように言う。
 「彼〔孫中山を指す―中井注〕は一人の全面的な、永遠の革命者である。行う
ところのどのことであれ、すべてみな革命である。後世の者がことさらにいかに
彼の欠点を詮議だてし、冷ややかに貶めようとも、彼は遂にすべて革命である。
なぜなのか。トロツキーは、何が革命芸術であるのか、かつて説明したことがあ
る。たとえテーマが革命を語っていなくとも、革命の産みだした新事物から取り
こんだ意識の、一貫しているものがあること、これである、と。さもなくば、た
とえ革命をテーマとしていても、革命芸術ではないのである。」
魯迅は孫文という優れた革命人を念頭に置きつつ、彼が「一人の全面的な、永 
遠の革命者」あるから、何を行おうと、それはすべて革命だ、と言う。この論理
を平民文学に当てはめれば、平民文学（労働者農民の文学）とは、平民（労働者
農民）であってこそ書くことができるもので、平民となることができない平民以
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外の者は、書くことができないものとなるであろう。
　こうした考え方は、茅盾の「現成的希望」（『文学』週報第164期、1925・3・
16）にも見られる。茅盾は次のように言う。
 「無産階級の生活を描く文学は、近代のロシアの諸作家―とりわけてはゴーリ
キーから―確立した。しかし英国のディケンズは、早くから無産階級の生活を
描くたくさんの小説を書いていた。（中略）ディケンズの小説を読むと、作者は
元もと無産階級の人ではなく、傍らに立って大声で、『見てみなさい、無産階級
とはこう、こういうものですよ』と言っているにすぎないと思う。しかしゴーリ
キー等の作品を読むと、読者は貧民窟に入り、目の当たりに彼らの汚れたぼろを
見、彼らの呻吟と怨みを聞くかのようだ。（中略）ゴーリキーは自らが無産階級
であり、少なくともかつて無産階級の生活を経験したことがあるからである。」 
*21：『魯迅景宋通信集』（湖南人民出版社、1984・6）の1926年、27年の部分を 
読むかぎり、魯迅と労働者・農民との直接的交流はほとんど見られない。
*22：「魯迅と『壁下訳叢』の一側面」（『大分大学経済論集』第33巻第4号、1981・
12・21、のち『魯迅探索』〈汲古書院、2006・1・10〉の第10章として所収）で、
この点について論じたことがある
